
【授業改善に向けての参考例「書くこと（推敲・交流）」】 
 

ねらい 
 

○ 「『鳥獣戯画』を読む」で読み取ったことを基に，絵の魅力を伝える鑑賞文の書き方につい

て交流しながら，モデル文をよりよく推敲することができる。 

 

学習指導要領における内容 
 

〔第５・６学年〕 Ｂ 書くこと   ※Ｃ 読むこと(1)イ・ウとの関連を図る。 

 (1) オ 表現の効果などについて確かめたり工夫したりすること。 

    カ 書いたものを発表し合い，表現の仕方に着目して助言し合うこと。 

 

授業アイデア例（２教材を効果的に活用して単元を構成した例を掲載） 
 

 

 

 

主な学習内容・活動 
 

１ 単元の概要をつかむ 

 ○ 鑑賞文①のよさ・課題を見付ける。 

 ○ ＫＪ法で意見を整理する。 

 ○ 単元の目標・学習計画を立てる。 

 

２ 「『鳥獣戯画』を読む」で推敲のポイ

ントをつかむ 

 ○ 教材文の要旨をとらえる。 

 ○ 教材文で推敲のポイント（筆者の説

明の工夫）を拾い出す。 

 ○ ＫＪ法を用いて，推敲のポイント

（筆者の説明の工夫）を整理する。 

 ○ ポスターセッションで意見交流会

をする。 

 

３ 推敲のポイントを生かして，鑑賞文①

を推敲する 

 ○ 推敲のポイントで生かしたいもの

を３つ選択する。 

 ○ 推敲のポイントを踏まえて，鑑賞文

①を推敲する。 

 

４ 推敲した鑑賞文の交流をする 

 ○ 小グループ→中グループで魅力的

な鑑賞文を書いた代表者を選び，紹介

してもらいそれらのよさを交流する。 
 

 

 

 

主な発問・指示 
 

○ 鑑賞文①(※資料１)は，

どこを工夫できますか。

それを付箋に書いて，グ

ループでまとめましょ

う。 

○ 高畑さんは，鳥獣戯画

が人類の宝だということ

をどのように説明してい

ますか。それを１つの付

箋に１つ書きましょう。 

○ グループで似たカード

ごとに分類して，小見出

しをつけます。たくさん

の中から３つを選び，紹

介しましょう。 

○ 友達との交流の中で納

得した推敲のポイントを

使って，鑑賞文①を推敲

しましょう。 

 

○ 魅力的な鑑賞文を発表

する代表者と推薦者を決

めなさい。推薦者は，そ

の鑑賞文のどこが素晴ら

しいのかを紹介しましょ

う。 

 

 

 

留意点 
 

・ ＫＪ法で比較・

分類したり，ラベ

リングしたりする

経験をさせる。（※

資料２） 

・ 筆者の説明の工

夫を付箋（資料３）

に書かせ，導入で

行ったＫＪ法を使

って，推敲のポイ

ントを整理（※資

料４）し，ポスタ

ーセッションで交

流させる。（※資料

５・６） 

・ 推敲のポイント

を明確に意識する

ようにワークシー

トの中に明記させ

る。（※資料７） 

 

・ 代表者は鑑賞文

で絵の魅力を，推

薦者には鑑賞文の

形式的な魅力を紹

介させる。 

 

単元を通した言語活動：探り出した推敲のポイントを基によりよい鑑賞文を書こう 
 

不十分なモデル文をよりよくしたいという目的の下，「『鳥獣戯画』を読む」から推敲のポイン

ト（説明の工夫）を探り，さらにＫＪ法やポスターセッションなどで友達と考えの交流を通して

理解を深め，そこで得た推敲のポイントを基によりよい鑑賞文へと推敲させる言語活動である。 

「『鳥獣戯画』を読む」で読み取った推敲のポイントを基に，鑑賞文①（不十分なモデル文）

をよりよい鑑賞文に書きかえよう。 



【資料１】鑑賞文①(モデル文)  【資料２】ＫＪ法で鑑賞文①に対する意見をまとめる子ども 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料３】説明の工夫を付箋にまとめた子どものノート【資料４】ＫＪ法でまとめたポスター 

  
 

【資料５】交流のポイント       【資料７】推敲のポイントを明確にさせるワーク 

 
 

【資料６】ポスターセッション交流会 
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